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令和元年 12月 18、19日に中央水産研

究所（横浜市金沢区）で長期漁海況予報会

議が開催され、令和 2年 1～6月の海況予

報が水産庁より発表されましたので、お知

らせします。 

 

黒潮は一昨年の８月以降、大蛇行が続いていま

す。現在、黒潮は潮岬沖をかなり離岸し、遠州灘

沖で 3１°Ｎ付近まで蛇行した後、石廊崎沖を S

字状に北上する A型流路が継続しています。 

 

 

 

 

 

今回の大蛇行は今年の8月～9月にやや規模を

縮小しましたが、西から移動してきた小蛇行を吸

収し、再び規模を拡大しています。今回も黒潮の

流量や蛇行内部の冷水の面積などから見ても大

蛇行が崩れる兆候は全く現れていません。このこ

とから判断し、引き続き「A型で推移し、伊豆諸

島の西側を北上することが多い」という予測にな

りました。 

平成 29年８月から始まった今回の大蛇行は令

和元年 12 月で 2 年 4 ヶ月を超えました。この

まま 4 月まで継続すると、1981 年 11 月～

1984 年 5 月の大蛇行期間（２年７か月）を超

え、史上 2番目の長さとなります。 

 

伊豆諸島北部海域の沿岸水温は、蛇行北上部が

伊豆諸島の西側を北上することから伊豆諸島北

部全体に暖水が波及し、「高め」～「きわめて高

め」となることが推測されます。また、今後も黒

潮流路の小規模な変動によって一時的に黒潮流

路が御蔵島よりも南を通過するときには「平年並

み」～「やや低め」となることが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

海況の現況 

図１ 関東・東海海況速報 

      （令和元年 12月 23日） 

 

令和 2年 1～6月の伊豆諸島周辺海域の海況見通し 

黒潮は、今後も A型で推移 

図２ 黒潮流路の代表的なパターン 

Ａ型：32°N以南まで蛇行 

伊豆諸島北部海域の海況見通し 

海況予測（令和 2年 1月～6月） 

島しょ農林水産総合センターでは、日々の海況図を 
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